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【講演会のご案内】 

 

 

 

メンデル生誕 200 周年記念講演会 

「グレゴール・ヨハン・メンデル～いつかわかってもらえる」 

2022 年 9 月 13 日（火）/ チェコ共和国大使館ホール（東京都渋谷区広尾） 

 

チェコ東部・モラヴィアの自然科学者で、エンドウマメを用いた実験で遺伝学の基本原理（メンデルの法則）

を発見したグレゴール・ヨハン・メンデル(1822-1884)の生誕 200 周年を記念し、ブルノ・マサリク大学のイ

ジー・ファイクス教授を招いての講演会を、渋谷区広尾のチェコ共和国大使館にて行います。現在では遺伝

学の祖と称されるメンデルですが、当時としては画期的な方法で遺伝学の基本原理を発見したにも関わらず

、その研究は発表当時は理解が得られませんでした。本講演会では、偉大な科学者の生涯を辿り、その功

績について語ります。また、会場では FAMU（プラハ芸術アカデミー映像学部）制作の、メンデルの生涯を

まとめたアニメーション（日本語字幕付き）も特別上映予定です。 

詳細：https://tokyo.czechcentres.cz/ja/program/mendel-prednaska 

 

開催概要 
 

 日時：2022 年 9 月 13 日（火）19：00 開始（18：30 開場） 

 会場：チェコ共和国大使館ホール（東京都渋谷区広尾 2-16-14） 

 講演者 : イジー・ファイクス（ブルノ・マサリク大学教授、理学博士） 

 入場無料 

https://tokyo.czechcentres.cz/ja/program/mendel-prednaska
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 主催：チェコセンター東京、チェコ共和国大使館 

 進行言語：チェコ語（日本語通訳付き） 

 

お申込み  

参加ご希望の方は下記 URL よりお申込みください。 

https://forms.gle/ZPUuLwhPQfJPCMfx9 

※お申し込み後、改めてチェコセンターよりご連絡いたします。 

3 日以内（土・日・祝日を除く）に連絡がない場合はチェコセンターまでご連絡ください。

cctokyo@czech.cz TEL03-3400-8129 

 

お問合わせ・人数変更・キャンセルのご連絡 

チェコセンター cctokyo@czech.cz 

 

講演会概要 

グレゴール・ヨハン・メンデルは、間違いなくブルノが生んだ最も有名な科学者である。とりわけ、後に遺伝学と

して知られる新しい科学分野を生み出したことで知られるメンデルは、その基本原理を発見するため、生物

学と数学の組み合わせで研究を行った。この時代では非常に独創的な方法であった。メンデルの人生のどの

ような経験が、彼の世界観を形成したのか。どのような家庭環境で育ち、どこで勉強したのか。その後の発見

の決め手となったのは何だったのか。なぜ、発表当時は理解が得られず、メンデルが唱えた遺伝の原理が再

評価されるまでに 35 年もかかったのだろうか。遺伝の原理以外に、自然科学や修道院、教育においてどの

ような活動を行っていたのか。――この講演では、こうした疑問や、その他の質問に答えていきたい。 

講演者プロフィール 

Jiří Fajkus イジー・ファイクス 

ブルノ・マサリク大学教授、理学博士 

 

ブルノ・マサリク大学で生化学を専攻後、ブルノ・チェコ

科学アカデミー生物物理学研究所にて生物物理学で

哲学博士号を取得。カナダ・ケベック州のラヴァル大学

がん研究部門にて博士研究員を務めた後、チェコ科学アカデミー生物物理学研究所に戻り、研究チームを

設置。1997 年にはマサリク大学自然科学部に新たな研究施設を設立するための助成金を獲得した。

2011 年からは自身が設立に関わった中央ヨーロッパ技術研究所（CEITEC MU）を拠点とし、メンデル

植物ゲノム・プロテオミクスセンター所長を務めながら研究グループの統括も行う。主な研究分野は、植物の
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エピジェネティクスとテロメアとテロメラーゼの生物学。これまでの重要な発見には、植物細胞におけるテロメラー

ゼ活性の初検出（1996 年）、植物のテロメア蛋白質の特徴、テロメアの進化的変化の説明、植物にお

ける珍しいテロメアなどがある。近年では、研究チームにおいて直物におけるテロメラーゼの RNA サブユニット

を報告（2019 年）した後、いわゆるディアフォレティケス系統メガグループを形成する他の植物群も報告

（2021 年）。これにより、テロメラーゼ RNA が 10 億年以上の時間をかけて進化してきたことが明らかに

なった。研究活動の傍ら、マサリク大学理学部で講義科目やゼミの講師、学生の卒論指導にもあたっている。 

 

《ご来館にあたってのお願い》 

感染症拡大防止のため、下記の取り組みについてご理解ご協力をいただきますようお願いいたします。なお、

今後の状況によっては、臨時休館や展覧会・イベントの中止等の可能性もございますので、最新の情報はチ

ェコセンターのウェブサイト・SNS にてご確認ください。 

 マスクの着用をお願いします。スタッフもマスクを着用しご対応いたしますので、ご理解ください。 

 入口での手指の消毒にご協力ください。 

 発熱、咳等の風邪症状のある方はご入場を遠慮願います。（激しく咳き込まれる等の症状のある方に

は、スタッフがお声がけし、ご退館をお願いする場合がございます） 

  観覧の際は、互いに適切な距離（２ｍ程度）を保つようお願いいたします。 

  飛沫拡散防止のため、展示室内等での会話はできるだけお控えください。 

 

 

 

 

本企画に関してのお問合せ 

チェコセンター東京 

150-0012 渋谷区広尾 2-16-14 チェコ共和国大使館内 

TEL 03-3400-8129 

cctokyo@czech.cz 

http://tokyo.czechcentres.cz/jp/ 

●チェコセンターは 3 大陸 26 都市においてチェコ文化の普及につ

とめている、チェコ外務省の外郭団体です。 
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